
読者の皆さんも日常的にパソコンを使いながら，ファイ

ルをハード・ディスク・ドライブ（HDD）やフラッシュ・

メモリ・カードに保存することがあると思います．これら

のファイルを記録できるメディアを総称してストレージ・

メディアと呼びます．

パソコンで使われるストレージ・メディアにはいろいろ

なものがあります．本章では，現在でも最もよく使われる

ストレージ・メディアについて解説します．

1．ハード・ディスク・ドライブ系

● IDE（ATA/ATAPI）

ハード・ディスクの最も一般的なインターフェースがIDE

（ Integrated Drive Electronics）です．ANSI（American

National Standard Institute）によって，ATA（AT Attach-

ment）およびATAPI（AT Attachment Packet Interface）

として規格化されています．当初は別々の規格でしたが，

ATA-4でATA/ATAPI-4と統一されました．

写真1に示すような，2.54mmピッチで40ピンのコネク

タを使って接続します．データ・バスは16ビット・バス

で，PIOモードでは16Mバイト/秒，ウルトラDMAモー

ドでは100Mバイト/秒を超える転送レートもあります．一

つのホスト・コネクタにマスタとスレーブの2台のデバイ
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パソコン上では，文書ファイルや画像ファイルを日常的にHDDなどに保存している．パソコン上で作成したファイルを
組み込み機器で読み出す，またはその逆に，組み込み機器で記録したファイルをパソコンで読み出したい場合はどのように
すればよいのだろうか．ここでは，ストレージ・デバイスとその接続インターフェースとしてどのような仕様があるかを解
説する． （編集部）

3
パソコンとファイルをやり取りできるストレージ・デバイスを接続したい

ストレージ・デバイスのための
規格いろいろ
ストレージ・デバイスのための
規格いろいろ
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写真1 IDEコネクタ

SCSIはSmall Computer System Interfaceの略です．HDD

やCD-ROMドライブだけでなく，スキャナやプリンタなど，

さまざまな周辺機器を接続するインターフェースとして使わ

れました．一般的には1台のホストと最大7台までの周辺デ

バイスを接続でき，デバイスそれぞれにID番号を振って管理

します．

IDEよりもピン数の多い50ピンのコネクタ（写真A）を使用

するため，ケーブルの取り回しが大変なこと，またプラグ＆

プレイにも対応していないことなどから，現在ではUSBに

取って代られてしまったインターフェースです．

コラム1 SCSI 1ピン�
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写真A SCSIコネクタ

SCSIコネクタとしてはいくつかの種類のものが使われた．写真はアンフェノー
ル・ハーフピッチと呼ばれるもの．



スを接続できます．

基本的にATAはHDDの規格，ATAPIはCD-ROMド

ライブやDVD-ROMドライブなどの規格です．物理的な

コネクタはどちらも同じで，その上でどのようなデータを

やり取りするかを取り決めたものです．

電気的にはTTLまたはLVTTLレベルなので，一般的

なマイコンのI/OやFPGAなどでコントローラを実現する

ことも可能です．

● SATA

SATA（Serial ATA）は，ATAのウルトラDMAモード

を超える転送レートを実現するために規格化された，高速

シリアル通信インターフェースです．1.5Gbpsまたは3Gbps

といった高速クロックで通信を行うことで，150Mバイト

/s（1.5Gbps時）または300Mバイト/s（3Gbps時）という転

送レートが実現できます．

IDEではマスタとスレーブの2台まで接続できましたが，

SATAはポイント-ポイントの接続なので，マザーボード

側の一つのSATAコネクタ（写真2）には1台のデバイス

しか接続できません．

当初はHDDのみで対応が進んでいましたが，最近では

DVD-ROMドライブなどの光学ドライブもSATA対応の

ものが増えてきており，SATAのみでHDDと光学ドライ

ブの両方を接続することも多くなってきました．

電気的には高速差動信号なので，一般的なマイコンや安

価なFPGAには接続できません．SATA対応が明記され

ているコントローラや高機能FPGAを使って接続します．

なお，SATAはきょう体内の接続用で，きょう体の外に

引き出す場合はeSATAコネクタを使用します．コネクタ

の形状が少し異なるので，変換ケーブルなどが必要です．

● HDDからSSDへ

HDDは，モータにより磁気記録面を高速に回転させ，

磁気ヘッドを使って信号を読み書きします．そのため消費

電力が多く，振動にも弱いという面があります．機器が設

置される環境によってはHDDでは問題が発生しやすいた

め，組み込み分野では嫌われる場合もあります．

そこでモータなどの機構部品がなく，消費電力も低いス

トレージとして，大容量NAND型フラッシュROMを搭

載した SSD（Solid State Disk）が最近では登場しました．

接続インターフェースとしては当初はIDE接続のものもあ

りましたが，最近ではSATA接続のものが増えています．

2．小型フラッシュ・メモリ・カードの
いろいろ

●デジカメの普及で必要性が増した小型メモリ・カード

デジタル・カメラや携帯電話，携帯メディア・プレーヤ

の普及により，切手サイズ大の小型フラッシュ・メモリ・

カードが普及しました．これらのメモリ・カードの中には

記憶デバイスとしてNAND型フラッシュROMが使われて

います．
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大きく分けて，フラッシュROMはNOR型フラッシュROM

とNAND型フラッシュROMの2種類に分けられます．

NOR型フラッシュROMは，消去はブロック単位ですが，

読み出しと書き込みはバイト単位（データ・バス幅が16ビッ

トの場合は16ビット単位）で可能です．フラッシュROMを

マイコンに外付けして，ROM化したプログラムを格納して実

行する場合は，NOR型フラッシュROMを使用します．

NAND型フラッシュROMは，消去も読み書きもブロック

単位で行うフラッシュROMです．一般的にNOR型フラッ

シュROMよりNAND型フラッシュROMの方が安価で大容

量なため，ストレージ・デバイスとしてはNAND型フラッ

シュROMが多く使われます．

またどちらもフラッシュROMなので，コラム1で紹介した

性質はどちらにも当てはまります．

コラム2 NOR型フラッシュROMとNAND型フラッシュROM

（a）マザーボード上のSATA （b）eSATA

写真2 SATAコネクタ


